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【発表概要】 
 新興国の特許は IPC 付与が不十分であり、スクリーニングするための母集団抽出が

難しく、IPC による検索を補完するためにはキーワード検索を要する。本研究では英語

情報が収録されていない新興国（タイ・ベトナム・インドネシア）で、テクニカルタームが

どのように使われているのか調べ、各国の特許調査の精度を高めることを目的とする。

また、普段 使い慣れていない言語のテクニカルタームを、効率良く網羅的に収集す

る方法を、体系化し提案する。 
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1．はじめに 

近年 、日 本企 業の 投 資先 とし て、

ASEAN 諸国の存在感が高まっているよ

うに、市場としても、生産工場としても、

ASEAN は日本と密接な関係になってい

る。特に、タイ、ベトナム、インドネシアの

３ヶ国については、2013 年の投資額は、

過去最高額を記録する等、日本企業か

らの注目度は高く、それに伴い、各国に

おける特許調査の必要性も高まってい

る。 

しかしながら、「知財先進国」である日

本と比較すると、ASEAN 諸国での特許

調査に、日本国内での調査と同じ水準

を求めることは不可能に等しい。その理

由としては、主に、「特許情報の未整備」

と「言語の障壁」という２つの要因が挙げ

られる。まず、「特許情報の未整備」とは、

①知的財産に関連する法制度が整って

いない（または、法制度の歴史が浅い）、

②特許調査に使用するデータベースが

充分に整備されていない（データベース

の機能面、収録率等）、③特許公報の情

報が不十分（ファミリー付与、ＩＰＣ付与率

が低い等）というように、不十分と一口に

言っても、特許情報に関わるあらゆる部

分を含んでいる。また、２つ目の問題、

「言語の障壁」とは、ASEAN 諸国では、

母国語が英語や中国語といった、日本

人に比較的馴染みのある言語ではない

現地の言語が母国語であることが多く、

日本人が、各国の特許についてキーワ

ード検索をしたり、抽出した特許公報を

読み込むことが「やりづらい」。このような

理由から、ASEAN 諸国での特許調査に、

日本の国内調査と同水準を求めることは

不可能に等しいが、この特許調査に不

利な環境下で、出来る限り網羅的に特

許を調査する方法について、検討したい

と思う。例えば、ファミリーやＩＰＣを活用

する方法も考えられるが、先に述べたよ

うに、ASEAN 諸国の特許公報について

は、ファミリー付与やＩＰＣ付与率が低い

ため、ファミリーやＩＰＣのみに頼る方法は

危険である。ここで、ファミリーやＩＰＣを

使用する検索方法を補完するために、キ

ーワードを使用することが必要となる。し

かし、前述の ASEAN での特許調査にお

ける２つ目の問題、「言語の障壁」のとお

り、日本人にとって、キーワード検索に使

用するテクニカルタームを収集すること

が難しい。 

このような背景から、本研究では、ＩＰＣ

付与が不十分であり、英語収録がされて

いない新興国で、テクニカルタームがど

のように使われているのかを検証し、テク

ニカルタームを網羅的・効率的に収集で

きる方法を体系化し、提案する。 

  

２．３つのアプローチ方法  

 本研究では、まず、検証するための

言葉を、３つのアプローチから収集す

る。①言語からのアプローチ②分類か

らのアプローチ③ファミリーからの

アプローチ、である。各々の具体的な

方法及び、そのメリット・デメリット

を以下に述べる。尚、具体例として「半

導体」という言葉を挙げて説明する。 

2-1 言語からのアプローチ 

  ①言語からのアプローチは、以下の

手順で言葉を収集する。 

1.日本語→対象言語に変換（使用ツー

ル：google 翻訳）  

2.英語→対象言語に変換（使用ツール：

google 翻訳） 

3.1 と 2 で収集した言葉を各国特許庁デ

ータベースで、 キーワード検索する 

4.ヒット公報の内容を読み、収集した言

葉が実際に特許でも同じ意味で使われ

ているのか確認する（使用ツール：google

翻訳） 

 この方法は、日本語や英語から、一般

的な言葉を検索する方法として優れてい

るが、一方で、使用する翻訳ツールの精



 

度に頼ってしまい、翻訳ツールで

れる言い方以外の言葉に気付

いう欠点がある。また、特許庁

ベースによっては、キーワードが

致でないとヒットしないといった

るため、①のアプローチ手順

換した言葉を、特許庁データベースで

索してもヒットしない可能性

意しなくてはならない。 

 実際に、このアプローチ方法

ベトナム語・インドネシア語

について収集すると、表１のようになった

各国特許庁のデータベースにて

した言葉の公報ヒット件数を

google 翻訳等オンライン辞書

た言葉が実際に特許でも使

のか否かがわかる。例えば
「 」というタイ

、公報ヒット件数が0件であ

特許情報の未整備」という

揺れの問題等を考慮すると

も
「 」というタイ

公報で使用されていないとは

れないが、オンライン辞書

くらいに比較的一般的に使用

（と推測される）言葉が、特許

度が高いとは限らないことがわかる

方、ベトナム語やインドネシア

語からも英語からも、どちらも

の言葉しか収集することができなかっ

た。 
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ツールで変換さ

気付きにくいと

特許庁のデータ

キーワードが前方一

でないとヒットしないといった特徴もあ

手順 1 と 2 で変

データベースで検

可能性もあることを留

方法でタイ語・

語の「半導体」

のようになった。

のデータベースにて、抽出

を確認すると、

辞書で翻訳され

使われている

えば、
タイ語の言葉は

であった。「

という点や表記

すると、必ずし

というタイ語が、特許

されていないとは言い切

辞書で翻訳される

使用されている

特許でも使用頻

らないことがわかる。一

やインドネシア語は、日本

どちらも同じ一通り

することができなかっ

表１ 「言語からのアプローチ」

導体」に関するタイ語・ベトナム

ア語リスト 
 

2-2 分類からのアプローチ

続いて、②分類からのアプローチは

以下の手順で言葉を収集

1.収集したい言葉の分類

2.対象国特許庁データベース

象国対応の商用データベースで

検索 

3.ヒット公報の内容を読み

葉が実際に特許でも同じ

ているのか確認する（使用

翻訳） 

この方法は、分類からアプローチする

という点で、比較的近い技術分野

を拾うことができる。また、

度に頼るだけでは見つけられない

の発見を期待することができるという

①「言語からのアプローチ

一方で、近い技術分野とはいえ

分類で検索するとノイズが

検証しにくい点や、分類が

れている公報が少ないという

の特許調査には不向きな

る。 

表２は、このアプローチ

体」について収集したタイ

語・インドネシア語のリストである

IPC「H01L21」を使用した

視するならば、複数の IPC

きであるが、検証の時間短縮

の IPC に留める。 

 
」により収集した「半

・ベトナム語・インドネシ

からのアプローチ 

からのアプローチは、

収集する。 

分類を確認 

データベース、または対

データベースで分類を

み、収集した言

じ意味で使われ

使用ツール：google

からアプローチする

技術分野のもの

、翻訳機能の精

つけられない言葉

することができるという点で、

からのアプローチ」を補完できる。

とはいえ、上位の

するとノイズが増えてしまい、

が正確に付与さ

ないという点で新興国

な点も挙げられ

このアプローチ方法で「半導

したタイ語・ベトナム

のリストである。今回は、

した。網羅性を重

IPC を使用するべ

時間短縮のため１つ



 

表２ 「分類からのアプローチ」により

導体」に関するタイ語・ベトナム

ア語リスト 
 
実際にこのアプローチ方法

体」について収集すると、

葉（例：「半導体」）だけでなく

を組み合わせた言葉（例

バイス」）なども収集しやすいことが

わかった。一方で、IPC
のうち、「半導体」という

に使用していた公報は、

172 件中 31 件、ベトナム

中 7 件、インドネシア語では

7 件となり、閲覧件数に比

きる言葉が少なく、求めている

明確な場合は、比較的効率

がわかる。 
 

2-3 ファミリーからのアプローチ

③ファミリーからのアプローチについ

ては、以下の手順で言葉を

1.対象国を収録し、且つファミリーを
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により収集した「半

・ベトナム語・インドネシ

方法で、「半導

、収集したい言

だけでなく、それ

例：「半導体デ

しやすいことが

IPC「H01L21」
という言葉を実際

、タイ語では

ベトナム語では 35 件

では 105 件中

比べ、抽出で

めている言葉が

比較的効率が悪いこと

ファミリーからのアプローチ 

ファミリーからのアプローチについ

を収集する。 

つファミリーを検索

できる特許データベースを

ードを対象国に指定、該当

する（使用データベース：

2.ヒット公報のファミリーで

象国の公報番号を抽出 

3.各国特許庁データベースで

検索、ヒット公報の内容を

る言葉を抽出（使用ツール

この方法は、ノイズが少

る言葉を抽出しやすいというメリットがあ

る一方で、国によってファミリーの

がことなることや、使用する

ースと特許庁のデータベースで

号や出願番号の形式が異

ることなど、留意する必要

ファミリーからのアプローチ

集した言葉は、表３のとおりである

表３ 「ファミリーからのアプローチ

した「半導体」に関するタイ語

ンドネシア語リスト 

 

 表３から、③ファミリーからのアプローチ

方法によって、収集した言葉

イ特許庁データベースにてキーワード

索をかけても、公報ヒット件数

のがあるように、実際に公報

データベースを使用し、国コ

該当ＩＰＣを入力

：PatBase） 

のファミリーで、該当する対

 

データベースで、番号を

を読み、該当す

ツール：google 翻訳） 

少なく、求めてい

しやすいというメリットがあ

によってファミリーの収録率

する商用データベ

のデータベースで公報番

異なる場合があ

必要がある。 

ファミリーからのアプローチ方法で収

のとおりである。 

 
ファミリーからのアプローチ」により収集

語・ベトナム語・イ

ファミリーからのアプローチ

言葉を、再度、タ

スにてキーワード検

件数が 0 件のも

公報で使用され



 

ている言葉が、キーワードでヒットしない

場合があることが明らかとなった

 また、ファミリーからのアプローチにより

①や②のアプローチ方法で

かった言葉を収集することが

 

３．３つのアプローチ方法による

果 

 前項で述べた３つのアプローチ

法により、以下の表４のように

ることができた。 

表４ ３つのアプローチ方法により

体」に関するタイ語・ベトナム語

語リスト 

 

 表４からわかるとおり、異なる

ローチ方法によって収集できる

じものもあれば、異なるものもあった

た、特にタイ語の場合、日本語

体」という一つの単語が、複数

法が存在するということが明

一方ベトナム語については

出できた言葉は１語のみであったが

トナム特許庁データベース

ベース（PatBase）において

ため正確な文章で収録されていない

報が複数存在したことから、「

外にも「半導体」を意味する

する可能性も考えられる。 

 本稿では、タイ語・ベトナム
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キーワードでヒットしない

らかとなった。 

ファミリーからのアプローチにより、

で発見できな

することができた。 

による収集結

つのアプローチ方

のように収集す

 
により収集した「半導

語・インドネシア

なる３つのアプ

できる言葉は同

なるものもあった。ま

日本語で「半導

複数の表現方

明らかになった。

については、本検証で抽

のみであったが、ベ

データベースや商用データ

において、文字化けの

されていない公

、「bán dẫn」以

する言葉が存在

 

・ベトナム語・インドネ

シア語の「半導体」を例に

象国や技術分野によっても

ーチ方法による収集状況

それぞれを補完しあう形で

ーチ方法を組み合わせる

考えられる。 

 

４． まとめ 

本研究では、「網羅的

にテクニカルタームを収集

つけることを目的とした。「

点では、３つの方法で言語

ローチすることにより、出来

少ないキーワード検索が

えられる。一方、「効率的

３つの方法を組み合わせるという

既に、３つのアプローチのうち

を選択する方法に比べると

る作業ではあるが、ただやみくもにキー

ワードを収集する方法に

の方法を組み合わせることによって

性を実現できるという点で

えよう。 

ただし、②分類からのアプローチにつ

いては、「どの IPC 分類を

いった点について、調査

に大きく委ねられているため

地がある。また、③ファミリーからのアプロ

ーチについても、本研究

を使用したが、どの商用ＤＢ

って、ファミリーの収録状況

なるため、網羅性や作業効率

あることも留意したい。 

 

５．おわりに 

 本報告はアジア特許情報研究会

2014 年度の活動を報告するものである
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